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久し振りで 半 七 老人に 逢う と、 それが また 病みつ き 

になって、 わたし はむ やみに 老人の 話が 聴きた くな つ 

た。 「蝶 合戦」 の 話 を 聞いた のち 四、 五日 を 経て、 わた 

し はこの 間の 礼ながら に 赤 坂へ たずねて ゆく と、 老人 

は 縁側に 出て 金魚鉢の 水 を 替えて いた。 けさ も 少し 

陰って、 狭い 庭の 青葉 は 雨 を 待つ ように、 頭 をうな だ 

れて、 うす 暗い かげ を 作って いた。 

「あなた は つけが 悪い。 きょう も 降られ そうです ぜ」 

と、 半 七 老人 は 笑って いた。 



金魚の 手が えし は 梅雨のう ちが 一 番 むずかし いなど 

という 話が 出た。 それから だんだんに 糸 を 引いて、 わ 

たし はいつ もの 話の 方へ 引き寄せて ゆく と、 老人 は 「又 

です かい」 とも 云わずに、 けさ は 自分から 進んで すら 

すらと 話し 出した。 

「あれ はいつ でした つけね」 と、 老人 は 眼 をつ ぶりな 

がら 考えて いた。 「そうです、 そうです。 あの 太郎稲 

荷が はやり 出した 年です から 慶応 三年の 八月、 まだ 残 

た-； "ま 

暑の 強い 時分でした。 御存知でしょう、 浅 草 田圃の 太 

しち 

郎様を …… 。 あのお 稲荷 様 は 立 花 様の 下屋敷に あって、 

一時 ひどく 廃れて いたんで すが、 どういう 訳 かこの 年 



屋 のなかで も 東 山 堂と いう 店が 一 番 繁昌して いました _ 

繁昌す るに は 訳が あるので、 はは はは はは」 

「どういう 訳が あるんで す」 

きょ うだい 

「そこに は 姉妹の 娘が ありまし てね。 姉 は その 頃 十 

とし 

八で 名 はおまん、 妹の 方 は 十六で お 年と 云って いまし 

きりょ う 

たが、 姉妹と もに 色白の 容貌 好し で …… 。 まあ、 そう 

いう 看板が ふたり 坐って いれば、 店 は 自然と 繁昌す る 

わけです が、 まだ 其の ほかに 秘伝が あるので …… 。 誰 

でも その 店へ 行って 筆 を 買います と、 娘 達が きっと そ 

の 穂 を 舐めて、 舌の 先で 毛 を 揃えて、 鞘に 入れて 渡し 

て くれ るんで す。 白い 毛の 筆 を 買えば、 口紅の 痕 まで 



どうも 変死ら しいと いう 噂が 立った。 ここら を 持ち場 

にして いる 下つ 引の 源 次が それ を 聞き込んで、 だんだ 

ん 探索 を 進めて ゆく と、 おまん は 確かに 変死で あると 

判った。 七月 二十 五日の 夕方から 彼女 は 気 分が悪いと 

云い 出した。 最初 はさした る ことで も あるまい と 思つ 

て、 買いぐ すりな ど を 飲ませて いると、 夜の 五ッ (午 

後 八 時) 頃に なって、 いよいよ ひどく 苦しみ 出して、 

しまいに は 吐血した。 家内の 者 もび つくりして、 すぐ 

よぎ 

医者 を 呼んで 来たが もう 遅かった。 おまん は 衾 や 蒲団 

を搔 きむ し つ て 苦しんで、 とうとう 息が 絶えて しま つ 

た。 医者 は 何 かの 中毒で あろうと 診断した。 



「そうか」 と、 半 七 はうな ずいた。 「そこで 娘に 毒 を 食 

わした の は 内の 者 か、 外の 者 か」 

「さあ。 そこまで は 判らね えが、 まあ 内の 者でしょう 

ね。 わつ し は 妹 じゃあな いかと 思 うんです が …… 。 別 

に 証拠 もありません が、 なに か 一 人の 男 を 引っ張り 

合った とかいう ような 訳で …… 。 それとも 姉に 婿 を 

取って 身上 を 譲られる のが 口惜しい とかいう ので… 

.:。 どうでしょう」 

そんな ことが 無いでも ない と 半 七 は 思った。 東 山 堂 

の 店 は 主人の 吉兵衛 と 女房のお 松、 姉妹の 娘 二人の ほ 

かに 二人の 小僧と あわせて 六 人 暮らしであった。 小僧 



それ は 善 周が 死んだ 前日の 夕方に 買って 来た ものら 

しいと 若僧 は 云った。 いつも 東 山 堂で 買う ので あるか 

ら、 それ も 無論に 同じ 筆屋で 買って 来たので あろうと 

彼 は 又 云った。 半 七 は 更に その 筆の 穂 を 自分の 鼻の 先 

へ あてて、 そっと かいで みた。 

しばらく 

「この 筆 を 暫時 拝借して 行く わけに はまい りますまい 

か」 

「よろし ゆう，) ，- ざる。 お持ちく ださい」 と、 住職 は 云 つ 

た。 

その 筆 を 懐紙に つつんで、 半 七 は 部屋 を 出た。 

とむらい 

「善 周さん のお 葬式 はもう 済みました か」 と、 彼 は 帰 



て、 帳場に は 二十 二三の 若い 男が 坐って いた。 

「こちらに 宗吉 という 奉公人が います かえ」 と、 半 七 
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「はい、 居ります。 唯今 奥の 土蔵へ 行って 居ります か 

ら、 しばらく お待ちく ださい」 と、 番頭ら しい 男が 答 

えた。 

店に 腰 を かけて 待って いると、 やがて 奥から 十四 五 

の 可愛ら し い 前髪が 出て 来た。 

「おい、 おめえ は宗吉 というの か。 ちょいと 番屋 まで 

来て くれ」 

「はい」 と、 宗吉は 素直に 出て 来た。 その 様子が あま 



眼の さきに 支えて いる 妙 義の山 は 星 あかりの 下に 真つ 

黒に そそり 立 つ て、 寝 鳥 を おどろかす 山風が ときどき 

に 杉の 梢 を ゆすって いた。 大きい 杉 を小楣 にして、 半 

七 は 関 戸屋の 二階に 眼 を 配って いると、 やがて 竹 窓 を 

めり めリと 押し破る ような 音が 低く きこえて、 黒い 人 

影が 二階の 横手に あらわれた。 影 は 板葺きの 屋根 を 

さる tj- ベ リ 

這って、 軒先に 突き出て いる 大きい 百日紅 を 足が かり 

に、 するすると 滑り落ちて 来る らしかった。 

「与 之 助。 御用 だ」 と、 半 七 は その 影 を 捕えよう とし 

て龃け 寄る と、 影 は あと 戻り をして 坂路を 一 散に 蚯け 

降りた。 半 七 は つづいて 追って 行った。 
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